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Ａ．研究目的 

 病的近視で特に中心視力低下の原因となる近視性黄斑部新生血管について、その特

徴や予後を検討する。 

 

Ｂ．研究方法 

 文献のレビューを行った。 

（倫理面への配慮） 

 文献のレビューであり、個人情報は取り扱わない。 

 

Ｃ．研究結果 

 近視性の各種眼底病変の中で、近視性黄斑部新生血管が中心視力低下の原因として

最も重要であり視力低下が進行的に進むことが確認された。 

 

Ｄ．考察 

 視力低下の原因は新生血管そのものに加えて黄斑部萎縮の形成、拡大が重要であると

考えられる。 

 

研究要旨：研究要旨：近視性黄斑部新生血管は病的近視眼における中心視力障害の原因

となる病変で、黄斑部萎縮と密接な関連があることが知られている。近視性黄斑部新生

血管について、その特徴や予後について解析調査を行った。 
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Ｅ．結論 

 中心視力低下の主因である近視性黄斑部新生血管に対する治療のブラッシュアップ

が必要である。 

 

Ｆ．健康危険情報 

  なし 

 

Ｇ．研究発表 

1.  論文発表 

 なし 

2.  学会発表 

 なし 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む。） 

 1. 特許取得 

 なし 

 2. 実用新案登録 

 なし 

 3.その他 

 なし 

  


